
【2025年最新】LiPro評価基準（税理士の通
信講座） 

  
LiProでは税理士の通信講座のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査した税理士の通信講座を確認 

調査実施期間 2025年2月3日～2月5日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1.​ 各税理士の通信講座の公式サイトを確認 
2.​ 評価基準の項目について調査 
3.​ 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各税理士の通信講座の公式サイトを確認 
調査する税理士の通信講座の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 

1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準「料金」「対応科目」「サポート体制」「事前情報の充実度」「カリキュラム」の5項目に関し

て、税理士の通信講座の公式サイトの情報を調査しました。 



1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
「料金」「対応科目」「サポート体制」「事前情報の充実度」「カリキュラム」の5項目において、1〜5
までの評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

料金 
 

※簿記論・財務

諸表論の2科目

を受けた場合で

比較 
※セットプラン

を含む 
※受験経験者

コース・上級

コースは含まな

い 

400,000円 
以上 

300,000円 
以上 

200,000円 
以上 

150,000円 
以上 

150,000円 
以下 

対応科目 簿財2科目のみ 3科目以上 5科目以上 

5科目以上か

つ、選択必須科

目（法人税・所得

税）を両方含む 

全11科目に対応 

サポート体制 
サポート体制が

ない 

過去の質問集や

ＳＮＳの運営な

ど、受動的なサー

ビスのみ提供して

いる 

メールや電話な

ど、都度の質問

対応を受け付け

ている 

密な個別カウン

セリング、添削

指導を能動的に

おこなっている 

個別カウンセリ

ング・添削・答案

作成指導を含め

た、幅広いサ

ポートをおこなっ

ている 
 
 



事前情報の充

実度 

公式サイトで、料

金表などの最低

限度の情報のみ

掲載している 

資料請求ができる 

20分以下の限

定的な動画情報

を公開している 
 

もしくは1科目合

格率を公表して

いる 
 

実際の受講1回

分と同質、もしく

は1時間程度の

動画情報を公開

している 
 

もしくは複数科

目の合格率を個

別に公表してい

る 

本入会相当の

サービスを受け

られる 
※キャンペーン

による一時的な

ものは除外 
 

もしくは5科目到

達の合格率を公

表している 

カリキュラム 
科目に対する最

低限度の学習の

み 

社会人・大学生の

両方に対応、もし

くは初学生・経験

者の両方に対応

するコースがある 

科目振替などが

柔軟にできる 

直前対策講座な

ど、学習時期や

受講者の状況に

応じた個別のカ

リキュラムがあ

る 

1年以内の短期

合格コースがあ

る 
もしくは、2年以

上で綿密な合格

スケジュールの

カリキュラムがあ

る 

2-1. 料金 
税理士試験では、簿記論・財務諸表論の2科目が必須科目であり、なおかつ講座の受講料も高
額な傾向にあります。 
このため、予算を組む際の判断材料としても有力と判断しました。 

2-2. 対応科目 
全11科目のうち5科目を選択する税理士試験において、受講可能な科目数は重要です。 
なかでも、所得税と法人税は必ずどちらかを選択する必要があるので、この2科目を含むか否か
を重視しました。 

2-3. サポート体制 
税理士試験は独学での合格が現実的ではありません。 
通信講座の役割は、独学では得られない指導やサポートにあるとして、これの充実度合いを比
較しました。 

2-4. 事前情報の充実度 
税理士試験の学習は、年単位の時間と高額な費用がかかり、高いリスクを伴います。 
一人ひとりの事情や適正によっても、最適な通信講座がどれかは変わってきます。 
このため、どの程度、本入会後をイメージしやすいかを重視して比較しました。 



2-5. カリキュラム 
学習範囲の膨大な税理士試験においては、限られた期間でいかに知識や試験対策を身につけ
られるかが鍵となります。 
また、学生から社会人まで、受講者の状況に広く対応できるサービスほど高評価となっていま
す。 

3. 調査した税理士の通信講座  
今回調査したのは下記の税理士の通信講座です。 
 

税理士の通信講座 公式サイト 

TAC 公式サイト 

アガルート 公式サイト 

スタディング 公式サイト 

資格の大原 公式サイト 

LEC 公式サイト 

クレアール 公式サイト 

資格スクール大栄 公式サイト 

資格のFIN 公式サイト 

ネットスクール 公式サイト 

東京CPA会計学院 公式サイト 

 

https://www.tac-school.co.jp/kouza_zeiri.html
https://www.agaroot.jp/zeirishi/
https://studying.jp/zeirishi/
https://www.o-hara.jp/course/zeirishi
https://www.lec-jp.com/zeirishi/
https://www.crear-ac.co.jp/tax/
https://www.daiei-ed.co.jp/zeirishi/
https://fin01school.com/business%20information_category/service-category2
https://www.net-school.co.jp/web-school/zeirishi/
http://zeirishi.cpa-net.ac.jp/
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